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桜の開花が春の訪れを告げ、市内各地で陽春を楽しむ姿が見られました。桜の開花が春の訪れを告げ、市内各地で陽春を楽しむ姿が見られました。
（関連記事：14ページ）（関連記事：14ページ）

春風に乗って、スキップが聞こえる春風に乗って、スキップが聞こえる



はっぴぃメイト

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

地域福祉の推進を目指して

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治定住係（☎ 0824-73-1209）まで。
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●西城サッカーアカデミー（S.S.A）
　西城サッカーアカデミーは、生涯を通じてサッカーを楽しみ、関わ
ることができる環境づくりを掲げ、西城地域で活動しているサッカー
スクールです。
　日々の練習の中で、サッカーという競技の特性や目的、プレーの原
則を大切にしながら、チームワークを高め、年代に応じた技術・個人
戦術を磨いています。
　また、選手はもちろん、関わる大人たちも「サッカーから学ぶ」こ
とを大切に活動しています。
　元気いっぱいの小学生がメンバーの中心です。中学生や、他のチー
ムに在籍している選手の参加も歓迎します。
　練習日は水曜日と土曜日で、体験や見学も可能です。ぜひとも西城
球技場にお越しください。

チーム代表　深川　佑太
技術担当　延藤　祐一
（日本サッカー協会公認 B級コー
チ（日本スポーツ協会公認コーチ
3））

　私たちは、西城地域を中心に地域福祉と女性の健康づくり
を推進するために活動しています。
　西城保健福祉センターしあわせ館を拠点に、保健福祉をはじめと
したさまざまな学習活動、福祉施設のボランティアなどを行ってい
ます。また、地域のサロンやデイホームへ出向いて、健康体操やダ
ンスなどを披露しています。このほかにも「ピンクリボン運動（乳
がんの早期発見・早期治療の啓発活動）」にも取り組んでいます。
　令和６年度は、郷土料理の調理実習や庄原市出前トークを活用し
た「省エネ」・「男女共同参画」に関する学習会、市議会の傍聴、市
議会議員の方を招いての座談会などを実施しました。
　これからも、地域が元気になるように、私たちにできることを地
道に続けていきたいです。
問い合わせ
西城保健福祉センターしあわせ館内
☎ 0824-82-2202

市 民 の ペ ー ジ

山内小学校 板橋小学校

庄原中学校

「児童会・生徒会活動編」躍動する子どもたち！

　庄原中学校の生徒
会は、笑顔があふれ
る安心・安全な学校
づくりを目指して活
動しています。その
活動の一つとして、
昨年度は友達や家

族、地域の人に対して、普段なかなか伝えることが
できていない「ありがとう」の気持ちをカードに残
す「ありがとうカード」の取り組みを企画し、生徒
一人一人の気持ちを記したカードを廊下に飾りまし
た。カードの前では多くの人が立ち止まり、お互い
の気持ちに触れることで、自然と笑顔が増え、温か
い雰囲気になりました。また、周りの人のサポート
に改めて気付く機会にもなりました。　
　本年度は、「P

ピ ー ス

eace f
フ ロ ム

rom S
ス マ イ ル

mile」を生徒会スロー
ガンに掲げ、この取り組みを継続し、体育祭をはじ
め、さまざまな場面で感謝の気持ちを伝え合い、笑
顔あふれる１年になるよう活動を進めていきます。

　このコーナーでは、隔月で市立学校の取り組みや
児童生徒の活動の様子を紹介します。

教育指導課指導係☎ 0824-73-1184

山内小学校の児童自治朝会 庄原中学校のありがとうカード

板橋小学校の「６年生を送る会」

　山内小学校は、「自
立した学び手、自立
した組織、自立した
行動者」を目指し、
「自分たちの学校は
自分たちでつくって
いく」を合言葉に、

週１回、１～６年生の全児童で児童自治朝会を行っ
ています。
　３月に行った第１回目では、前年度の児童会の
取り組みを振り返り、良くなったところ、もう少
し取り組みが必要だったところをみんなで考えま
した。
　児童は「児童自治朝会で発言する人が増えた」
「児童会本部が提案したイベントでみんな仲良く
遊べた」など、良かった点やうまくいかなかった
点を確認し、この成果や課題を、今後の児童会活
動に生かしていこうと決意を新たにしていました。

　板橋小学校では、
３月７日に５年生児
童会にとって初めて
のイベントとなる、
「６年生を送る会」
を開催しました。　
　児童自らが企画・

運営を行い、何日も前から準備や練習を重ね、当
日は各学年が工夫を凝らし、感謝の思いを込めて
歌や合奏、呼び掛けなどの児童発表を行いました。
　在校生は６年生に「ありがとう」と、感謝の思
いを何度も伝えました。低学年から首にかけても
らったプレゼントをうれしそうに手にして眺める６
年生の姿に、会場全体が心温まる気持ちに包まれ
ました。
　今回のイベントでは企画・運営する大変さ、そ
れをやり切って感じる達成感など、さまざまな学
びがありました。この成果や課題を、今後の児童
会活動に生かしていきます。

躍躍動動躍躍動動
シリーズ

父母より：おしゃべりな
恵

理ちゃん。活発な知義くん
。

みんなに愛されていて嬉
し

いです。

木き
は
ら原

恵え

り理
ち
ゃ
ん
（
口
和
町
）

木き
は
ら原

知と
も
よ
し義

く
ん
（
口
和
町
）

Ｒ
３
年
２
月
26
日
生
ま
れ（
右
）

Ｒ
４
年
12
月
27
日
生
ま
れ（
左
）

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）
に、名前（ふりがな）・住所・生
年月日・性別・連絡先・お子さ
んへのメッセージを添えて、行
政管理課または
各支所総務室ま
で申し込んでく
ださい。郵送、メ
ール（koho@city. 
shobara.lg.jp）で
も受け付けます。メールアドレス

お子さんの写真を
載せてみませんか？
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４
月
13
日
に
庄
原
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

八や
た
が
い谷
恭き

ょ
う
す
け介
市
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
未
来
へ
つ
な
ぐ　

４
つ
の
施
策
」を
公
約

に
掲
げ
、庄
原
市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
市
政
運

営
を
任
さ
れ
た
八
谷
市
長
は
、
４
月
17
日
、

市
役
所
へ
初
登
庁
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
市

職
員
な
ど
約
２
０
０
人
の
拍
手
で
出
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

八
谷
市
長
は
「
多
く
の
皆
さ
ん
の
出
迎
え

に
、
大
変
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
、
重

責
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
。
市
長
に
な

る
と
い
う
人
生
最
大
の
出
来
事
に
緊
張
と
不

安
は
大
き
い
が
、
こ
の
４
年
間
、
命
が
け
で

や
り
た
い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

登
庁
後
に
行
わ
れ
た
職
員
訓
示
で
は
「
こ

の
ま
ち
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
職
員
の
皆

さ
ん
の
力
と
知
恵
、
そ
し
て
多
く
の
協
力
を

得
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
喜
ぶ
ま
ち
を
共
に
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

八
谷
市
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
45
年
７
月
３
日
生
ま
れ
。
庄
原
格
致

高
校
を
卒
業
後
、
広
島
工
業
大
学
工
学
部
に

進
学
、
卒
業
後
、
株
式
会
社
ツ
チ
ヨ
シ
に
入

社
。
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ア
で
ス
キ
ー
ガ
イ
ド

の
他
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
21
カ
国
を
訪

問
。
株
式
会
社a

あ

す

な

ろ

sunaro

工
房
代
表
取
締
役
、

備
北
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長
な
ど
を
経

て
、
第
３
代
庄
原
市
長
就
任
。
趣
味
は
バ
イ

ク
ツ
ー
リ
ン
グ
。

※
６
月
号
で
は
、
八
谷
市
長
の
所
信
表
明
を

掲
載
し
ま
す
。

市
民
と
市
政
の
協
働
で

　
　
「
未
来
へ
つ
な
ぐ　

４
つ
の
施
策
」の
実
現

八
谷
恭
介
市
長　

誕
生

市民や職員に見送られて退庁する木山市長

　

合
併
後
の
第
２
代
市
長
と
し
て
３
期
12
年

の
任
期
を
終
え
た
木
山
耕
三
市
長
が
４
月
16

日
、
退
任
を
迎
え
ま
し
た
。

　

退
任
式
で
木
山
市
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も

心
の
底
か
ら
『
庄
原
が
い
ち
ば
ん
え
え
よ
の

う
』
と
思
え
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」

と
職
員
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

退
任
式
終
了
後
は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階

市
民
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
や
職
員
に
見
送
ら
れ
、
大
き
な
拍
手
の

中
、
市
役
所
を
後
に
し
ま
し
た
。

任
期
満
了
の

任
期
満
了
の

木
山
耕
三
市
長
が
退
任

木
山
耕
三
市
長
が
退
任
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地域推進課地域推進係　☎0824-73-1278

～庄原いちばんづくり留学～

農業の仕事・暮らしに
全国の若者がチャレンジ

庄原いちばんづくり留学事業

庄原いちばんづくり留学インターン

　本市を「知ってもらい」「来てもらい」「選んでもらう」ことを目的にした
事業で、本市に滞在しながら、農林業などの仕事や、暮らしを体験する
就労体験型プログラムで、2週間～3カ月の「留学インターン」と、1年の
「留学」を実施しています。
　体験を通じて、参加者と市、地域の皆さんと一緒に活性化に向けた
取り組みを進め、本市への移住を促し、人口減少の抑制を図ります。

　３月13日から28日まで東城町を中心に実施し、東京都、神奈川県、岡山県、広島市から４人が参加しました。
　東城町にある農家民宿で田舎の料理や生活を体験しながら、就業体験では「スマート農業」と「米作りの始まり」を
テーマに、東城町と川北町の農場、東城育苗センターで従業員と一緒に農作業を行い、地域の皆さんとの交流を深
めました。

　本年４月からは、竹廣このはさんが東城町で滞在１年間の「留学」を開始しています。
　竹廣さんは、今後１年間を通して庄原で暮らし、働き、地域の皆さんと交流をしていく予定です。
留学開始時、竹廣さんは「地域住民とのつながりを大切にしながら、まちづくり活動に関わっていきたい」と意気込

みを語りました。
　庄原いちばんづくり留学の活動は、今後広報しょうばらやホームページで定期的に報告する予定です。

「米ができるまでの過程や大変さを知り、感謝の気持ちが強くなった」
「受け入れ先の人や地域の人がとても温かく、楽しみながら活動ができた」
「関係人口として庄原市と関り続けたい」

活動の様子は、庄原ファンクラブのホームページや
インスタグラムなどでも紹介していますので、ぜひご覧ください。

この他にも、本年度は「お試し留学（２泊３日）」「留学インターン（２週間～３カ月）」の就労体験プログラムを実施する予定です。
詳しくはホームページをご覧ください。

参加者
の声

インスタ
グラム

ホーム
ページ

278

た
る
の

た

、岡山県、広島市から４人が参加しました。

庄原いちばんづくり留学（１年）が４月１日からスタート

［種芋の植え付け］ ［ベビーリーフの苗の植え付け］ ［活動報告会］

たけひろ



奉
仕
活
動

庄
原
市
交
通
安
全
推
進
隊

藤
谷　

一
則（
平
和
町
）

牧
原　

久
人（
西
城
町
）　

献
血
回
数
30
回
以
上
の
人

※
市
内
在
住
で
30
回
に
達
し
た
人

　
（
令
和
６
年
11
月
３
日
現
在
）

石
原　

博
行
（
総
領
町
）

岩
本　

歩
生
（
高
野
町
）

西
口　

詩
恵
（
東
城
町
）

八
谷
る
り
こ
（
川
北
町
）

１
０
０
万
円
以
上
の
寄
付

【
団
体
】

公
益
財
団
法
人
浦
上
奨
学
会

理
事
長　

浦
上　
　

浩

【
個
人
】

荒
木　
　

攻
（
広
島
市
西
区
）

岸　
　

浩
司
（
東
京
都
渋
谷
区
）

吉
川　
　

隆
（
広
島
市
中
区
）

各
種
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
年
以
上
の
在
職
者

尾
野　

素
子
（
尾
引
町
）　

小
山　

晋
一
（
高
野
町
）　

戸
谷　

誠
二
（
西
本
町
）　

三
村　

至
弘
（
三
次
市
向
江
田
町
）

消
防
団
員
25
年
以
上
の
在
職
者

生
熊　

敏
幸
（
福
山
市
東
吉
津
町
）

伊
藤　
　

昇
（
濁
川
町
）

井
上　

浩
司
（
東
城
町
）

上
村　

直
記
（
東
城
町
）

大
塚　

浩
司
（
川
西
町
）

大
山　

祐
一
（
高
野
町
）

岡
田　

直
樹
（
西
城
町
）

香
川　

通
昭
（
比
和
町
）

上
瀧　

知
明
（
総
領
町
）

倉
岡　

喜
史
（
比
和
町
）

児
玉　

成
弘
（
口
和
町
）

小
林　

栄
治
（
東
城
町
）

坂
部　

裕
樹
（
東
城
町
）

佐
古　

真
一
（
東
城
町
）

佐
々
木
信
一
（
本
郷
町
）

貞
入　

英
二
（
木
戸
町
）

定
木　

和
章
（
西
城
町
）

篠
原　

功
一
（
小
用
町
）

関　
　

浩
樹
（
東
城
町
）

髙
尾　

武
男
（
東
城
町
）

竹
内　

義
智
（
東
城
町
）

谷
先　

辰
也
（
板
橋
町
）

谷
本　
　

仁
（
田
原
町
）

峠　

満
亜
毅
（
高
野
町
）

延
清　

圭
祐
（
総
領
町
）

濱
田　

哲
司
（
西
城
町
）

福
本　

昭
治
（
西
城
町
）

藤
野　

鉄
也
（
総
領
町
）

藤
本　
　

聡
（
東
城
町
）

藤
原　

健
洋
（
東
城
町
）

藤
原　

俊
雄
（
東
城
町
）

牧
原　

真
吾
（
高
野
町
）

松
澤　

勝
之
（
口
和
町
）

松
下　

修
之
（
西
本
町
）

水
田　

善
一
（
東
城
町
）

森
元　
　

誠
（
三
次
市
十
日
市
南
）

柳
原　

師
人
（
高
野
町
）

横
山　

一
男
（
総
領
町
）

若
林　

芳
樹
（
東
城
町
）

庄
原
市
表
彰
受
賞
者

庄
原
市
表
彰
受
賞
者

庄
原
市
ふ
る
さ
と
功
労
賞

庄
原
市
ふ
る
さ
と
功
労
賞

（
氏
名　

五
十
音
順　

敬
称
略
）

（
氏
名　

五
十
音
順　

敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

　令和６年度庄原市ふるさと功労賞授与式・庄原市表彰式を３月９日、市役所本庁舎で開催しました。
　庄原市ふるさと功労賞は、文化、スポーツ、社会貢献などで市民生活に夢と希望を与え、庄原市の名を高めた
人を顕彰する制度として平成 20年度に創設。令和６年度は、スポーツ功労として１団体と１人に授与しました。
　庄原市表彰は、奉仕活動に尽力した人、献血を 30 回以上達成した人、本市へ多額の浄財を寄付した人、多年
にわたり委員を務めた人、消防団員を 25 年以上務めた人、合わせて１団体と 52 人の皆さんの表彰を決定し、
表彰式には８人が出席しました。また、消防団員への表彰は、１月 12日に行われた消防出初式で行いました。
　表彰式では、木山耕三市長から出席者一人一人に、表彰状と記念品を贈りました。

輝かしい功績をたたえて
令和６年度『ふるさと功労賞授与式』『庄原市表彰式』を開催

令和６年度『庄原市ふるさと功労賞授与式』『庄原市表彰式』を開催
総務課秘書係　☎0824-73-1125総務課秘書係　☎0824-73-1125

ス
ポ
ー
ツ
功
労

【
団
体
】

小
奴
可
剣
友
会（
銃
剣
道
）

細
川　

柊
河（
庄
原
実
業
高
２
年
）

冨
田　

健
太（
東
城
高
３
年
）

細
川　

楓
河（
東
城
高
３
年
）

【
個
人
】

小
奴
可
剣
友
会（
銃
剣
道
）　

宇
惠　

心
春（
小
奴
可
小
３
年
）

▲全国大会で優勝

▲全国大会で大将を務めた細川楓河さん（左） ▲練習に励む小奴可剣友会の皆さん
▲小奴可剣友会の皆さんと木山市長

庄
原
市
ふ
る
さ
と
功
労
賞
受
賞
者
が

庄
原
市
ふ
る
さ
と
功
労
賞
受
賞
者
が

所
属
す
る
団
体
の
紹
介

所
属
す
る
団
体
の
紹
介

銃
剣
道
教
室
「
小
奴
可
剣
友
会
」

　

小
奴
可
剣
友
会
は
、
昭
和
57
年
５
月
に

発
足
。
文
武
両
道
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
小
学

生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
生
徒
が
、
週
２
回

の
練
習
に
励
み
、
各
種
大
会
に
参
加
し
て

い
る
。

　

令
和
６
年
度
に
は
、「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

２
０
２
４
第
78

回
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
の
少

年
男
子
団
体
の

部
で
、
広
島
県

代
表
（
小
奴
可

剣
友
会
）
が
全

国
制
覇
を
成
し

遂
げ
た
。

銃
剣
道

槍そ
う
じ
ゅ
つ術
に
似
た
近
代
武
道
の
一
つ
で
、
銃

の
先
端
に
銃
剣
を
つ
け
、
接
近
戦
で
戦
え

る
よ
う
に
し
た
こ
と
か
ら
銃
剣
道
と
い

う
。
競
技
は
、
10
メ
ー
ト
ル
四
方
の
仕
切

り
の
中
で
、
木
銃
と
呼
ば
れ
る
長
い
模
擬

銃
を
使
い
、
早
く
、
正
確
に
、
正
し
い
姿

勢
で
、
相
手
よ
り
も
先
に
有
効
突
き
部
位

（
左
胸
や
喉
）
を
突
い
て
、
勝
敗
を
競
う
。

制
限
時
間
内
に
、
二
本
先
取
し
た
選
手
が

勝
利
と
な
る
。
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区　分
医療給付分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

（40～64歳の人）

令和６年度 令和７年度令和７年度 令和６年度 令和７年度令和７年度 令和６年度 令和７年度令和７年度

所得割の税率
（前年中の所得に応じて計算） 7.00％ 7.35％7.35％ 2.62％ 2.83％2.83％ 2.02％ 2.28％2.28％

均等割額
（１人当たりの負担額） 30,400円 31,920円31,920円 11,100円 11,984円11,984円 10,200円 11,670円11,670円

世帯平等割額
（１世帯当たりの負担額） 19,100円 20,440円20,440円 7,000円 7,696円7,696円 5,000円 5,656円5,656円

賦課限度額
（１世帯当たりの賦課額の上限） 650,000円 660,000円660,000円 240,000円 260,000円260,000円 170,000円 170,000円170,000円

　国民健康保険は毎年、県から市町ごとに納めるべき「保険料（税）総額」と目安となる「標準保険料率」が示
されます。この「保険料（税）総額」を確保できるように、各市町が税率を算定しています。
　広島県では、県内で統一した税率（統一保険料率）にすることを目指していますが、県から示される保険料水
準が高いため、統一保険料率の実現までの期間は各市町の調整期間とされています。
　本年度においても、本市の保険税率は大幅な引き上げとなる状況でしたが、物価高など地域経済が厳しい情勢
にあることを考慮し、「国民健康保険財政調整基金」を活用することで、税率の急激な引き上げを抑制すること
としました。
　今後も、保険料調整期間においては、県が示す水準に向けて段階的に移行する調整を行います。

　国民健康保険は、加入者が国民健康保険税を負担することにより、加入者の保険医療費をまかなう相互扶助の
制度です。本年度の国民健康保険の保険税率は表のとおりです。国民健康保険財政調整基金を活用し、急激な引
き上げを抑制した改定としています。
※保険税額の決定通知は、７月中旬ごろ世帯主宛てに送付します。

　国民健康保険は、加入者の皆さんが病気やけがをしたときに、安心して医療を受ける
ための制度です。医療費の高騰などが続けば、県全体で保険税の引き上げが必要となり
ます。
　医療費の節約のためにも、日頃から下記の取り組みや健康づくりを心掛けましょう。

◆多剤服用を避けましょう
　多くの薬を服用していることで、副作用を起こし
たり、きちんと薬が飲めなくなったりする状態を「ポ
リファーマシー」といいます。多くの種類の薬を服
用したことで、体調に異変などを感じた場合は、医
師や薬剤師に相談してみましょう。また、「お薬手帳」
は１人１冊にまとめましょう。携帯アプリの「電子
版お薬手帳」もありますので、ご活用ください。

◆セルフメディケーションを意識しましょう
　セルフメディケーションとは、「自分自身の健康
に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てす
ること」です。健康管理や疾病予防に取り組み、軽
度な体調不良のときには、ＯＴＣ医薬品（処方箋な
しで購入できる市販薬）も使用しましょう。
※症状が改善しない場合は医療機関などに相談して
ください。

●保険税率改定の考え方●保険税率改定の考え方

●将来にわたって安定的に運営していくために●将来にわたって安定的に運営していくために

＜国民健康保険税の税率表＞

国民健康保険のお知らせ

保険税率を改定しました 保健医療課国保年金係
☎0824-73-1158

自分の健康を自分で守るためにも、年１回の特定健診を受け健康状態を知りましょう！

庄原市糖尿病予防
キャラクター
「腹ハッチー」

庄原市高血圧予防
キャラクター

「ショーショー鳥」

令和６年度庄原市
小・中学校一斉学力調査から
（令和７年１月９日～16日実施）

小学１・２年生…国語・算数
小学３～５年生…国語・社会・算数・理科
小学６年生…国語・社会・算数・理科・英語
中学１・２年生…国語・社会・数学・理科・英語

　市教育委員会は、市内小・中学校の児童生徒を対象に、本年
１月、「庄原市小・中学校一斉学力調査」を行いました。
　本調査は、児童生徒一人一人に「基礎・基本の力」や「活用す
る力」が定着しているかを全国的な視野で把握し、各学校での
授業改善や学習指導の充実を図ることを目的としています。
　実施教科は次のとおりです。

小学校では、全学年・全教科において、全国平均正答率を上
回っており、概ね学力は定着していると言えます。特に、第４学
年の社会、第２学年の算数について全国平均を10ポイント以
上大きく上回っており、引き続き、自ら課題解決に向けて考え、
他者と協働して学びを深める授業づくりを進めていきます。
　中学校では、第２学年の社会、理科、英語において、全国平
均を下回っており、さらなる授業改善や家庭学習の充実など、
基礎学力を確実に定着させるための取り組みが必要です。
　これからも各学校では、児童生徒一人一人の結果を全教
職員で共有し、児童生徒のさ
らなる学力の向上に向けて改
善計画を立てるとともに、「主
体的・対話的で深い学び」の
実現に向け、交流や議論を通
して思考を深める授業内容の
工夫・改善に取り組んでいき
ます。

実現に向けた授業改善
●教育指導課指導係　☎0824―73―1184

「主体的・対話的で
深い学び」の
「主体的・対話的で
深い学び」の
実現に向けた授業改善
●教育指導課指導係　☎0824―73―1184
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学力調査を受けて

各教科の平均正答率
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　　　庄原警察署からのお知らせ

庄原警察署☎0824-72-0110

　な毎日のためになな

子育て講座に　　　　　　　　　
　　　　　参加してみませんか？

ほのぼのネット☎0824-73-1214

　

　３月26日、第３回芸備線再構築協議会が広島市で開催されました。　３月26日、第３回芸備線再構築協議会が広島市で開催されました。
　今回は、令和６年度に取り組んだ芸備線の可能性を最大限追求するための調査事業の報告のほか、令和７年　今回は、令和６年度に取り組んだ芸備線の可能性を最大限追求するための調査事業の報告のほか、令和７年
度の取り組みについて協議が行われました。度の取り組みについて協議が行われました。

～第３回芸備線再構築協議会～
地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171地域交通課芸備線対策係　☎0824-73-1171

主
な
内
容

　

調
査
事
業
を
通
じ
て
、
芸
備
線
沿
線
地
域

の
現
状
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
芸
備
線
が

も
た
ら
す
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
や
利
用

者
の
便
益
と
い
っ
た
地
域
経
済
効
果
の
試
算

が
行
わ
れ
、
潜
在
需
要
を
掘
り
起
こ
す
施
策

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
約
３
・
８
億
円
の
地

域
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
本
市
が
提
案
し
て
き

た
、
芸
備
線
の
大
量
輸
送
性
と
は
異
な
る
、

数
字
で
は
表
せ
な
い
価
値
に
つ
い
て
、
関
係

者
へ
の
意
見
聴
取
で
寄
せ
ら
れ
た
価
値
を
構

成
員
間
で
確
認
し
、
今
後
の
議
論
や
取
り
組

み
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
今
回
試
算
し
た
地
域
経
済
効
果

や
定
性
的
な
価
値
を
確
認
す
る
実
証
事
業
の

取
り
組
み
内
容
の
具
体
化
を
進
め
て
い
く
こ

と
な
ど
を
合
意
し
ま
し
た
。

①
調
査
事
業
の
報
告

▪
関
係
者
へ
の
意
見
聴
取
を
通
じ
て
、
芸

備
線
の
存
在
に
よ
り
「
広
域
的
な
つ
な
が

り
が
実
感
で
き
る
」「
地
元
の
愛
着
や
誇

り
の
醸
成
に
つ
な
が
る
」
な
ど
の
価
値
が

あ
る
こ
と
を
構
成
員
間
で
共
通
認
識
と
し

て
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
非
常
に
意
義
が

あ
る
。

▪
今
後
は
、
山
陰
・
山
陽
な
ど
、
他
地
域

と
つ
な
が
る
広
域
的
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
や
人
口
減
少

対
策
と
い
う
視
点
で
、
議
論
を
深
め
て
い

き
た
い
。

②
実
証
事
業
の
検
討

▪
地
域
交
通
法
の
基
本
方
針
で
は
、
地
域

の
実
情
や
実
証
の
目
的
に
応
じ
、
適
切
に

実
施
期
間
を
設
定
す
る
旨
が
記
載
さ
れ
て

い
る
た
め
、
十
分
な
期
間
を
と
っ
て
実
証

事
業
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

▪
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
芸
備
線
を
利
用
し

な
い
理
由
に
、
運
行
本
数
の
少
な
さ
や
乗

継
の
不
便
さ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

芸
備
線
の
可
能
性
を
最
大
限
追
求
す
る
た

め
に
は
、
こ
の
声
に
対
応
し
な
け
れ
ば
今

後
の
活
用
が
見
え
て
こ
な
い
。
制
約
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
、
国

に
お
い
て
は
、
列
車
の
増
便
、
ダ
イ
ヤ
・

乗
り
継
ぎ
改
善
へ
協
力
し
て
ほ
し
い
。

協
議
会
で
の
市
の
意
見

③
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
向
性
な
ど
の

　

整
理

▪
本
市
に
お
い
て
も
、
物
価
高
騰
の
影
響

に
よ
っ
て
厳
し
い
財
政
状
況
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
地
域
公
共
交
通

を
維
持
す
る
た
め
に
約
３
億
円
を
支
出

し
、
Ｊ
Ｒ
が
運
行
す
る
芸
備
線
と
組
み
合

わ
せ
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
の
交
通
体

系
を
維
持
し
て
い
る
。

▪
鉄
道
は
中
山
間
地
域
に
お
い
て
最
も
分

か
り
や
す
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
る
が
、
国
鉄
改
革
時

の
理
念
や
大
臣
指
針
を
踏
ま
え
て
、
改
め

て
国
と
し
て
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
向

性
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ひとひとととひと まちひと まちととまちまちををつなぐ芸備線つなぐ芸備線

協議会で発言する大原直樹副市長

③
言
葉
（
相
手
の
文
言
）

　

詐
欺
の
電
話
で
は
、
必
ず
金
銭

の
話
を
し
ま
す
。
次
の
話
題
に

な
っ
た
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
あ
な
た
の
口
座
（
カ
ー
ド
）
が

　

犯
罪
に
使
わ
れ
て
い
る

▼
こ
の
ま
ま
で
は
逮
捕
さ
れ
る

▼
調
査
の
た
め
、
お
金
を
振
り
込

　

ん
で

▼
保
釈
金
を
払
え
ば
逮
捕
さ
れ
な

　

い事
前
の
対
策

　

固
定
電
話
な
ど
に
は
、
着
信
拒

否
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
り

ま
す
。ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
国
際
電
話
を
着
信
拒
否

▼
常
に
留
守
番
電
話
に
設
定

▼
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
家

　

族
や
友
人
に
相
談

《
オ
ト
モ
ポ
リ
ス
》
で
安
心
安
全

広
島
県
警
察
防
犯
ア
プ
リ

　

皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域

で
、
ど
ん
な
事
件
・
事
故
が
起
き

て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

広
島
県
警
察
安
全
安
心
ア
プ

リ
「
オ
ト
モ
ポ
リ
ス
」
は
、
生
活

圏
内
で
発
生
し
て
い
る
事
件
や
事

故
、
不
審
者
情
報
な
ど
を
マ
ッ
プ

で
一
覧
で
き
る
機
能

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

安
心
と
安
全
な
暮
ら
し
を      

目
指
し
て

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
警
察
官
を
名
乗
り

「
あ
な
た
に
逮
捕
状
が
出
て
い
る
。

お
金
を
払
え
ば
逮
捕
さ
れ
な
い
」

な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
る

事
例
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

警
察
官
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
連
絡
し
た

り
、
金
銭
を
要
求
し
た
り
す
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
詐

欺
の
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

見
抜
け
！
詐
欺
！　
　
　
　

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！

①
電
話
番
号

　

知
ら
な
い
電
話
番
号
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。
特
に
次
の
電
話
は

詐
欺
の
可
能
性
が
高
い
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

▼
国
際
電
話
番
号　
「
＋
44
」
な

　

ど
▼
非
通
知
番
号

▼
「
03
」
や
「
06
」
な
ど
の
県
外

　

番
号

②
人
（
相
手
）

　

詐
欺
の
電
話
で
は
、
相
手
が
次

の
職
業
を
名
乗
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
す
ぐ
に
信
じ
ず
、
一
度
電
話

を
切
っ
て
、
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
警
察
官
、
総
務
省
の
職
員
、
通

　

信
事
業
者
、
検
察
官
な
ど

　

ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
で
は
、
保
護

者
や
子
育
て
支
援
関
係
者
な
ど
を

対
象
に
、
子
育
て
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

各
月
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
、

子
育
て
の
不
安
や
悩
み
が
少
し
で

も
解
消
さ
れ
る
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

参
加
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
希
望
す
る
人
は
、
電

話
ま
た
は
「
庄
原
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ

ト
ア
プ
リ
」
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。子

育
て
講
座
の
日
程

と
き

６
月
22
日
㈰　

13
時
〜
14
時
30
分

テ
ー
マ

「
パ
パ
講
座　

子
ど
も
の
成
長
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
効
果
的
な
関
わ
り

方
〜
応
用
行
動
分
析
学
に
つ
い
て

〜
」　

と
き

７
月
３
日
㈭　

10
時
〜
12
時

テ
ー
マ

「
い
ざ
と
い
う
時
！
知
っ
て
お
き

た
い
子
ど
も
の
応
急
手
当
と
救
急

法
」

と
き

９
月
２
日
㈫　

10
時
〜
12
時

テ
ー
マ

「
知
っ
て
お
き
た
い
産
後
の
骨
盤

底
筋
の
こ
と
」

と
き

10
月
29
日
㈬　

10
時
〜
12
時

テ
ー
マ

「
親
子
で
動
け
る
か
ら
だ
を
作
ろ

う
！
子
ど
も
と
の
遊
び
方
・
接
し

方
・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

と
き　

11
月
６
日
㈭　

10
時
〜
12
時

テ
ー
マ

「
保
育
所
入
所
に
つ
い
て
」

と
き　

12
月
７
日
㈰　

13
時
〜
14
時
30
分

テ
ー
マ

「
寝
る
子
は
育
つ
！
〜
睡
眠
と
コ

コ
ロ
の
関
係
〜
」

※
開
催
日
時
・
内
容
が
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
情

報
は
、
庄
原
ほ
の
ぼ
の
ネ
ッ
ト
ア

プ
リ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

再
構
築
協
議
会
に
関
す
る　
　

対
応
な
ど
を
市
の
ホ
ー
ム　
　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

詳
し
い
内
容
や
当
日
の
資
料
は

中
国
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

承
認
事
項

▼
構
成
員
の
変
更
に
伴
う
芸
備
線
再
構
築
協

　

議
会
規
約
の
変
更

▼
令
和
７
年
度
に
お
け
る
実
証
事
業
、
調
査

　

事
業
（
よ
り
専
門
的
な
分
析
な
ど
）
の
実

施▼
協
議
会
運
営
の
予
算
案

【
予
算
内
容
】

・
協
議
会
幹
事
会
会
場
費

　

２
３
５
万
円

・
謝
金
、
委
員
旅
費
、
そ
の
他
事
務
費

15
万
円
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熱心にラジオ作りに取り組む参加者 電波を拾って音を聞く子ども

　

３
月
30
日
、口
和
郷
土
資
料
館
で

「
ラ
ジ
オ
作
り
体
験
教
室
」を
開
催
し
、

子
ど
も
と
保
護
者
10
組
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

最
初
に
、資
料
館
職
員
か
ら
、電
波

と
ラ
ジ
オ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、保
護
者
が
見
守
る
中
、サ

ポ
ー
タ
ー
の
丁
寧
な
指
導
と
支
援
の

下
、ラ
ジ
オ
の
作
成
に
取
り
組
み
、は

ん
だ
こ
て
な
ど
の
用
具
と
小
さ
い
部

品
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
な
が
ら
、

キ
ッ
ト
基
盤
に
は
ん
だ
付
け
を
行
い

ま
し
た
。

　

完
成
し
た
ラ
ジ
オ
が
き
ち
ん
と
動

作
す
る
か
確
か
め
る
た
め
に
、ダ
イ
ヤ

ル
を
回
し
て
周
波
数
を
合
わ
せ
た
り
、

電
波
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め
に
、ア
ン

テ
ナ
線
を
動
か
し
た
り
し
て
、放
送
が

聞
こ
え
た
と
き
に
は
、子
ど
も
た
ち
は

満
面
の
笑
顔
で
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

体
験
を
見
守
っ
て
い
た
保
護
者
は

「
最
近
は
、は
ん
だ
付
け
を
す
る
機
会

も
な
く
、部
品
を
組
み
立
て
て
一
か
ら

完
成
さ
せ
る
『
も
の
づ
く
り
』の
経
験

を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
に
は
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
自
分
で
考
え
、最
後
ま
で
完
成
さ
せ

た
こ
と
に
自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
」と

話
し
ま
し
た
。

「ラジオ作り体験教室」開催
口和支所

　

４
月
８
日
、
市
内
の
全
小
・
中
学
校
で
入
学
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

口
和
中
学
校
で
は
、
１
年
生
15
人
が
入
学
し
、
入
学
式
で

定さ
だ
む
ね宗
讓じ

ょ
う
じ二
校
長
は
「
将
来
の
自
分
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ

れ
に
向
け
て
絶
え
ず
挑
戦
す
る
気
持
ち
と
日
々
の
努
力
を
大

切
に
、
成
長
し
続
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
『
大
き

な
夢
を
持
つ
こ
と
』『
基
本
を
大
切
に
す
る
こ
と
』『
努
力
を

惜
し
ま
な
い
こ
と
』
を
大
切
に
夢
を
実
現
し
て
く
だ
さ
い
」

と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
生
徒
会
長
の
本も

と
や
ま山
琉り

ゅ
う
や弥
く
ん
が
「
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
で
一
緒
に
活
動
し
、
思
い
出
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ

と
が
楽
し
み
で
す
。
一
緒
に
口
和
中
学
校
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
入
生
を
代
表
し
て
、
井い

の
う
え上
拓た

く
み海
く
ん
が
「
夢

の
実
現
に
向
け
て
、
一
生
懸
命
努
力
し
な
が
ら
、
今
日
か
ら

始
ま
る
口
和
中
学
校
で
の
３
年
間
を
大
切
に
、
生
き
生
き
と

輝
く
よ
う
に
努
力
し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

口
和
中
学
校
は
教

育
目
標
を
「
夢
を

目
標
に
！
行
動
を
力

に
！
〜
本
気
を
見
せ

る
〜
」
と
し
て
い
ま

す
。
全
校
生
徒
46
人

が
心
身
と
も
に
大
き

く
成
長
す
る
よ
う
、

生
徒
、
保
護
者
、
地

域
、
教
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
教
育
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

市内の全小・中学校で入学式
教育
指導課

　

３
月
14
日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
、

ガ
ス
機
器
の
寄
付
受
納
式
お
よ
び
感

謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
活
動
や
災
害
時
の
速
や
か
な

復
興
支
援
活
動
の
備
え
と
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
市
内
の
10
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
に
、
ガ
ス
機
器
34
台
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
一
般
社
団
法
人
広

島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
青
年
委
員
会
の

尾お

だ田
耕こ

う
じ治
委
員
長
を
は
じ
め
、
５
人

が
出
席
し
、
ガ
ス
機
器
の
寄
贈
を
受

け
た
木
山
市
長
が
、
感
謝
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

尾
田
委
員
長
は
「
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

や
災
害
時
の
復
興
支
援
の
た
め
に
ガ

ス
機
器
を
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

３
月
28
日
、
板
橋
小
学
校
子
育
て
支
援

施
設
の
完
成
式
を
行
い
、
学
校
関
係
者
や

地
域
の
人
な
ど
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

完
成
式
で
は
、
木
山
市
長
が
「
安
心
を

実
感
で
き
る
子
育
て
環
境
の
整
備
を
目
指

す
中
で
、
放
課
後
や
夏
休
み
期
間
中
な
ど
、

家
庭
に
代
わ
る
生
活
拠
点
の
場
と
し
て
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
を
開
設
し
て
い

る
。
こ
の
施
設
で
友
だ
ち
と
共
に
過
ご
し
、

心
身
共
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
心

か
ら
願
っ
て
い
る
」
と
喜
び
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
施
設
の
完
成
を
祝
っ
て
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
そ
の
後
内
覧
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

内
覧
会
に
は
、
実
際
に
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
使
用
す
る
児
童
も
訪
れ
「
新
し
い

施
設
で
過
ご
す
の
が
と
て
も
楽
し
み
。
早

く
友
達
と
一
緒
に
遊
び
た
い
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

ガス機器の寄付受納式および感謝状贈呈式

板橋小学校子育て支援施設の完成式

自治
定住課

児童
福祉課

贈呈式に参加した皆さん

内覧会を楽しむ子どもたち

ミニゲームを楽しむ参加者

参加者全員で集合写真

口和中学校の入学式

　

３
月
22
日
、
上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
で
、

令
和
６
年
度
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
サ
ッ

カ
ー
教
室
を
開
催
し
、
小
学
５
・
６
年
生
14
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
ス
ク
ー
ル

コ
ー
チ
の
皆
さ
ん
を
迎
え
、
パ
ス
の
出
し
方
や

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
突
破
の
仕
方
な
ど
、
サ
ッ
カ
ー

に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
最
後
に
は
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

参
加
者

は
「
ボ
ー
ル

が
来
た
と
き

に
、
次
の
動

き
を
考
え
な

が
ら
プ
レ
イ

す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
分

か
っ
た
」、

「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
意

識
し
て
プ
レ

イ
し
た
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
が
楽

し
か
っ
た
」

と
話
し
ま
し

た
。

レベルアップスポーツ教室　サッカー教室
生涯
学習課

コーチから指導を受ける子どもたち
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　庄原警察署の相
あいはら

原正
まさひろ

裕署長が特殊詐欺被害を未然防
止した宮内町のセブン -イレブン新庄店を訪問し、感
謝状を贈呈しました。
　同店舗の店員は、３月に電子決済サービスを利用し
ようとした来店客と、４月に電子マネーカードを購入
しようとした来店客から、それぞれ理由を聞き取った
際に、不審な点を感じ、１１０番通報や警察への相談
を促したことで、来店客への被害を未然に防止しまし
た。
　感謝状を受け取った同店舗オーナーの相

さ が ら

良達
た つ や

也さん
は「詐欺防止のため、怪しいと思ったら警察へ通報す
るよう、店員に周知を図っている。こうして詐欺防止
の一助となってうれしい」と話しました。

　けんみん文化祭備北地区フェスティバル庄原大会
が、東城文化ホールで開催されました。
　この大会は、県内の豊かな自然と伝統に育まれた文
化の発掘、継承、育成を図ることを目的に、県民の文
化活動の発表、鑑賞、交流の場として平成３年から開
催されている「けんみん文化祭ひろしま」の地区予選
を兼ねて開催されています。
　今回は、合唱、邦楽、大正琴、芸能、銭

ぜ に だ い こ

太鼓、日
本舞踊、民謡民舞の７分野で、市内 18団体、約 160
人が出演し、多彩なステージが繰り広げられました。
　閉会式では審査結果が発表され、５分野６団体の「け
んみん文化祭ひろしま’25」への出場が決定すると
会場は大きな拍手に包まれました。

　総領町のなかつくに公園で、田
たぶ さ が わ

総川漁業協同組合主
催の田総川マス釣り大会が開催され、県内外から約
60人が参加しました。
　会場では、公園内の池に、ニジマスやヤマメなどの
マス類が事前に放流され、参加者は中学生以上の「大
人の部」、小学生以下の「子どもの部」に分かれ、釣っ
た魚の総重量で順位を競いました。
　当日は小雪が舞う肌寒い天気でしたが、気温の上昇
と共に魚の活性も上がってくると、銀色の魚体が次々
と釣り上げられていました。
　参加者は、釣り上げた魚を計量用のバケツに移しな
がら「たくさん釣れて満足した。入賞できるか楽しみ」
と話しました。

　東城に春の訪れを告げる「東城まちなみ春まつり」が、
夢街道ルネサンス認定地区の「街道東城路」で開催さ
れました。五

ごほんがたけ

品嶽城の城下町として栄えた風情あるま
ちなみに、商店や民家に代々伝わる雛人形・生け花な
どが飾られ、来場者を楽しませていました。
　５日のオープニングセレモニーでは、東城保育所の
園児による踊りや東城コールエコーによるコーラスが
行われ、会場を盛り上げていました。
　また、６日には庄原市と近隣市町の酒蔵のお酒を飲
み比べることができる「まちなみ酒まつり」が開催され、
多くの参加者が各地のお酒を味わっていました。
　会場周辺の桜並木も色づき始める中、多くの人が思
い思いにまちなか散策を楽しんでいました。

　八鉾自治振興センターで、第１回郷土料理教室が開
催され、15人が参加しました。
　当日は、長

な が お

尾和
か ず こ

子さんと木
き む ら

村文
ふ み え

枝さんを講師に迎え、
子育て世代の参加者と一緒に、桃の節句のお菓子「ほ
とぎ」「じゃがいももち」「豚汁」を作りました。
　参加者は「郷土料理の作り方を教わることができ、
とてもいい経験になった」と話しました。
　講師の長尾さんは「私が油木のサロンで約 20年前
に教わった『じゃがいももち』は、おいしくて作るの
も簡単なので、ぜひご家庭でも作ってみてください」
と話しました。

　上野総合公園で庄原さくらフェスティバルが開催さ
れ、子どもから大人まで約１万５千人が来場しました。
　当日は晴天に恵まれ、ステージでは吹奏楽団の演奏
や子ども神楽の上演などが行われたほか、会場には約
90の出店があり、多くの人でにぎわいました。
　陸上競技場内に設置された庄原市制施行20周年記
念エリアでは、２台の大型ふわふわドームやドローン
サッカー体験会、ゆるキャラとかけっこや綱引きがで
きるイベントもあり、子どもたちは大興奮でした。
　来場者は「子どもたちがゆるキャラと間近で触れ合
えて、とても楽しそうだった。天気も良く、おいしい食
事ができる店舗も多くて満足した」と話しました。

№3№7 №2№6

№4№5 №１

▲感謝状を持つ店長の西山さん（左）とオーナーの相良さん（右） ▲マス釣りを楽しむ参加者▲東城保育所の園児による踊り▲ジュニア合唱団やまびこ

▲講師と一緒に郷土料理の作り方を学ぶ参加者 ▲参道を駆け上がる騎馬武者

　山内町の日吉神社で「山王さん祭」の早駆馬神事が
行われました。
　この神事は、戦国時代、甲山城主山

やまのうち

内隆
たかみち

道が山陰
の尼

あ ま ご

子氏との合戦前に神社で必勝祈願し、騎馬武者３
騎の活躍で勝利したことに由来します。
　当日は、３騎の騎馬武者が太鼓の合図で鳥居をくぐ
り、多くの観客が見守る中、悠々と参道を駆け上がり
ました。
　神事を見に来た来場者は「間近で駆け上がる騎馬は
思っていたより大きく、とても迫力があった。戦国時
代を再現した勇ましい騎馬の走りを見れて大変良かっ
た」と話しました。

　また、市保健医療課による健康チェックコーナーが
設置され、糖尿病に関するパネル展示や１日の野菜摂
取量当てクイズ、
血圧・体組成測
定、食育を目的
とした豆うつし
ゲームなどに、子
どもから高齢者
まで幅広い年齢
層の参加があり
ました。

▲豆うつしゲームに挑戦する参加者

▲子どもたちとの綱引き勝負に敗れたゆるキャラたち▲ステージ裏からの会場風景
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悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 ６月17日㈫13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

西城 ６月12日㈭13時30分～15時30分 西城支所
東城 ６月５日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
口和 ６月４日㈬13時30分～15時30分 口和自治振興センター
高野 ６月10日㈫13時～15時 高野支所
比和 ６月３日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 ６月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ６月19日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ６月19日㈭13時30分～15時30分 西城自治振興センター 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 ６月19日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

口和 ５月23日㈮９時30分～11時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 ６月10日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ６月３日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ６月11日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
口和 ５月30日㈮13時～16時 口和保健福祉センター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　比和 ６月13日㈮13時～16時 比和自治振興センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用

☎0824-73-1243
妊 娠・ 出 産
子育ての相談

毎週月～金（祝日・年末年始除く）
８時30分～17時15分

ほのぼのネット
（市役所本庁舎２階）

助産師・保健師
保育士・社会福祉士

ほのぼのネット
☎0824-73-1214

認知症カフェ

庄原「これから」６月10日㈫13時～15時
庄原ショッピングセン
タージョイフル２階

相談・情報交換
参加費なし

高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165

西城「コスモスカフェ」６月５日㈭13時30分～15時
西城保健福祉センター
（しあわせ館） 相談・情報交換

参加費100 円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい
梅」

５月27日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

高野「ほっとカフェ」６月20日㈮10時～12時 下高自治振興センター 相談・情報交換
参加費なし

高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和「あしたのカフェ」６月17日㈫13時30分～15時 三河内老人集会所 相談・情報交換
参加費100 円

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定期相談会 庄原 ６月９日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

療 育 手 帳
巡回判定会 庄原 ６月12日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身体障害者
補装具判定会 聴覚 ６月17日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 ５月20日㈫・６月17日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

※
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載
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容
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、
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ど
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に
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り
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延
期
・
変
更
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る
場
合
が
あ
り
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す
。
詳
し
く
は
お
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合
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さ
い
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健康広場
熱中症対策を
心掛けましょう！

●水分を小まめに取る　　　　●塩分を程よく取る
●睡眠環境を快適に保つ　　●丈夫な体をつくる

●気温と湿度を気にする　　●室内を涼しくする
●衣類を工夫する　　　　　●日差しを避ける
●冷却グッズを身に付ける

暑熱順化とは、体を暑さに慣れさせて
熱中症のリスクを減らすことです。

　暑熱順化は、運動を始めて数日後から約２週間程度で
完成するといわれています。じっとしていれば、汗をかかな
いような季節からでも、少し早足でウォーキングし、汗をか
く機会を増やしていれば、夏の暑さに負けない体をより早
く準備できることになります。

　クーリングシェルターは、極端な高温時における熱中症
による重大な被害を防止するため、市が指定した施設で、
「熱中症特別警戒情報（熱中症特別警戒アラート）」が発
表された場合には、暑さをしのぐ場として、誰でも利用で
きます。
　熱中症特別警戒情報が発表され、危険な暑さが見込ま
れる時は、冷房が効いた室内で過ごすことが基本ですが、
冷房設備のある環境で過ごすことができない人ややむを

熱中症に注意が
必要な時期

保健医療課健康推進係　　0824－73－1255

　地球温暖化に伴い、近年ニュースでよく見聞きするようになった熱中症。
　熱中症は、夏の強い日差しの下で激しい運動や作業をする時だけでなく、体が暑さに慣
れていない梅雨明けの時期にも起こります。また屋外だけでなく室内でも発症します。
　症状が深刻なときには、命に関わることがありますが、正しい知識があれば予防するこ
とができます。
　熱中症を知り、自分でできる熱中症対策を心掛けましょう。

●５月の暑い日　●梅雨の晴れ間　●梅雨明け　●お盆明け

対策
１

季節を通して、
暑さに負けない体づくりを続けよう

対策
２

日々の生活の中で、
暑さに対する工夫をしよう

●飲み物を持ち歩く　　　　●休憩を小まめに取る
●熱中症指数を気にする

対策
３

特に注意が必要なシーンや場所で、
暑さから身を守る行動をとろう

得ず外出する時に危険な暑さに見舞われた場合には、クー
リングシェルターをご利用ください。
　対象施設には、指定された施設であることが分かるよう
に、施設入り口などに下記のクーリングシェルター案内表
示などを掲示しています。
【市内のクーリングシェルター】
　市役所本庁舎１階市民ホール、市役所各支所、田園文化
センター、図書館東城分館　など

熱中症を予防しよう

指定暑熱避難施設（クーリングシェルター）とは

しょ ねつじゅん かしょ ねつじゅん か

暑さに備えた体づくりをしましょう（暑熱順化）

h
e
a
lt
h
y
 c

く機会を増やしていれば、夏の暑さに負けない体をより早
く準備できることになります。

で、

ター）とは

　最高気温を知るだけでなく、その日の気
温と湿度の変化を知る、室内の気温や湿度
の状況を知ることも熱中症予防に効果があ
ります。「今、自分のいる場所がどのような

状態なのか」を知ることは、熱中症予防の大切なポイント
です。また、熱中症の発生には、体調が大きく影響します。
自分のいる環境を知ることと合わせて自分の体を知り、体
調の変化に敏感になりましょう。

一言
メモ

広報しょうばら／ 2025.5 1617　2025.5 ／広報しょうばら
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講
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長　

鎌か
ま
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う
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師

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

６月２日㈪・16日㈪９時～17時 保健医療課母子保健係 ▪出産予定日と受診した
　病院名が分かるもの
▪マイナンバーカード
▪印鑑、口座番号が分か
　るもの

事前予約が必要

６月14日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

５月26日㈪・６月９日㈪
９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 ６月10日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

事業名 とき ところ 内容 備考

ほ の ぼ の
子 育 て 講 座

６月22日㈰
13時～14時30分 庄原子育て支援センター

ほのぼの日曜子育て講座　パパ講座
「子どもの成長をサポートする効果的な
関わり方～応用行動分析学について～」

６月19日㈭12時までに
事前申し込みが必要。

子育て世代包括支援センター事業子育て世代包括支援センター事業 ●ほのぼのネット　☎0824-73-1214

講
演
②

「
膵
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〜
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‐
73
‐
１
１
５
５

庄
原
赤
十
字
病
院
経
営
企
画
課

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
１
１
１

庄
原
シ
ネ
マ
劇
場　
　
　
　

「
は
た
ら
く
細
胞
」

　

シ
リ
ー
ズ
累
計
発
行
部
数

１
０
０
０
万
部
突
破
の
大
ヒ
ッ
ト

コ
ミ
ッ
ク
を
初
の
実
写
映
画
化
。

　

人
間
の
体
内
で
病
原
体
の
侵
入

を
防
ご
う
と
奮
闘
す
る
細
胞
た
ち

の
姿
を
擬
人
化
し
て
描
く
、
笑
っ

て
、
泣
け
て
、
た
め
に
な
る
、
ワ

ク
ワ
ク
楽
し
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
超
大
作
で
す
。

上
映
作
品

は
た
ら
く
細
胞

と
き

５
月
25
日
㈰

上
映
時
間

①
10
時
30
分
（
開
場
10
時
）

②
14
時
（
開
場
13
時
30
分
）

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館

入
場
料
（
全
て
自
由
席
）

前
売
券

▼
一
般　

１
５
０
０
円

▼
60
歳
以
上　

１
２
０
０
円

▼
３
歳
〜
高
校
生　

８
０
０
円

▼
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

千
円

※
庄
原
市
民
会
館
で
の
購
入
に
限

り
友
の
会
会
員
は
10
％
割
引

当
日
券

▼
一
般　

１
８
０
０
円

▼
60
歳
以
上　

１
２
０
０
円

▼
３
歳
〜
高
校
生　

千
円

▼
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

千
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

【
庄
原
】　

庄
原
市
民
会
館
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
、
東

城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

【
三
次
】　

サ
ン
グ
リ
ー
ン

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館 

 
 

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

Ⓒ
清
水
茜
／
講
談
社　

Ⓒ
原
田
重
光
・
初
嘉
屋
一
生
・
清

水
茜
／
講
談
社

Ⓒ
２
０
２
４
映
画「
は
た
ら
く
細

胞
」
製
作
委
員
会

広
島
県
失
語
症
者
向
け　
　

意
思
疎
通
支
援
者
養
成
研
修

　

失
語
症
者
向
け
意
思
疎
通
支
援

者
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　

７
月
〜
12
月（
全
10
回
）

講
師

広
島
県
言
語
聴
覚
士
会
会
員

定
員

30
人

※
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
抽

選申
込
期
限　

６
月
６
日
㈮

そ
の
他

　

会
場
は
、
各
回
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
広
島
県
言
語

聴
覚
士
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
広
島
県
言
語
聴
覚
士
会

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ippansyadanho.hiroshim
akeng

@
brow

n.plala.or.jp

※
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
受
け

付
け
ま
せ
ん

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の

周
知
を
図
る
た
め
、
毎
年
５
月
12

日
の「
民
生
委
員
児
童
委
員
の
日
」

に
合
わ
せ
て
、
５
月
18
日
ま
で
の

１
週
間
を
活
動
強
化
週
間
と
し

て
、
全
国
で
一
斉
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

現
在
、
１
５
１
人
の
委
員
が
各

地
域
に
配
置
さ
れ
、
地
域
の
身
近

な
相
談
役
と
し
て
、
ま
た
、
行
政

機
関
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関

と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
委
員
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
心
配
事
が
あ
る
と

き
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
ま
た
は
主
任
児

童
委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
一
斉
改
選

11
月
30
日
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
12
月
１
日
付
で
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ

ま
す
。
民
生
委
員
は
、
民
生
委
員

法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
特
別
職
の

地
方
公
務
員（
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
で
、
児
童
福
祉
法
に
定

め
る
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま

す
。

定
数　

１
６
３
人（
う
ち
、
主
任

児
童
委
員
16
人
）

任
期

12
月
１
日
〜
令
和
10
年
11

月
30
日（
３
年
間
）
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広告広告

司法書士法人

広島北部司法事務所

司法書士

広告

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

ほ
た
る
祭

ほ
た
る
祭

　

ひ
ば
の
里
の
田
ん
ぼ
周
辺
で
ホ

タ
ル
を
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
他
、
ホ
タ
ル
に
ま
つ
わ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

す
。

と
き　

６
月
６
日
㈮
・
７
日
㈯

17
時
〜
21
時
30
分

（
入
園
は
20
時
ま
で
）

※
雨
天
・
荒
天
時
は
中
止

※
16
時
以
降
は
中
入
口
か
ら
の
み

入
園
可
能

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里
・
中
の
広
場

ほ
た
る
観
察
会

　

ホ
タ
ル
に
詳
し
い
公
園
ス
タ
ッ

フ
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
ホ
タ
ル

の
生
態
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

と
き　

６
月
６
日
㈮
・
７
日
㈯　

17
時
〜
20
時（
時
間
内
随
時
開
催
）

※
約
30
分
／
回

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

参
集
殿

定
員

10
組
／
回

ほ
た
る
お
こ
わ
づ
く
り

　

ひ
ば
の
里
で
収
穫
し
た
も
ち
米

を
使
い
、
黒
豆
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
入
っ
た
お
こ
わ
を
作
る
体
験
で

す
。

と
き　

６
月
６
日
㈮
・
７
日
㈯

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

広
島
県
無
形
民
俗
文
化
財　

広
島
県
無
形
民
俗
文
化
財　

比
和
牛
供
養
田
植

比
和
牛
供
養
田
植

　

比
和
町
郷
土
芸
能
振
興
会
の
協

力
に
よ
り
、
比
和
町
で
伝
え
ら
れ

て
き
た
貴
重
な
伝
統
行
事
を
規
模

を
縮
小
し
て
演
示
し
ま
す
。

と
き　

５
月
25
日
㈰

10
時
〜
12
時

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

田
ん
ぼ

比
和
牛
供
養
田
植
パ
ネ
ル
展

　
「
比
和
牛
供
養
田
植
」
に
関
す

る
歴
史
な
ど
を
解
説
し
た
パ
ネ
ル

や
古
民
具
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

５
月
25
日
㈰
ま
で

９
時
30
分
〜
17
時

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

（
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

上
の
農
家

参
加
費

７
０
０
円
／
組

定
員

15
組
／
日

初
夏
の
花

初
夏
の
花

▼
桜
ナ
デ
シ
コ

【
開
花
時
期
】　

４
月
下
旬
〜
５
月
下
旬

【
開
花
場
所
】　

花
の
広
場

▼
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
デ
ー
ジ
ー

【
開
花
時
期
】　

５
月
上
旬
〜
下
旬

【
開
花
場
所
】　

花
の
広
場

▼
バ
ラ

【
開
花
時
期
】

５
月
中
旬
〜
７
月
下
旬

【
開
花
場
所
】　

里
山
の
駅
庄
原
ふ
ら
り

※
天
候
に
よ
り
、
開
花
時
期
や
見

頃
の
時
期
が
変
動
す
る
場
合
あ
り

※
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
４
月

現
在
の
も
の
で
す
。
記
載
内
容
は

天
候
な
ど
の
理
由
に
よ
り
予
告
な

く
変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
出
掛
け
の

際
に
は
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

県
大
会

第
43
回
広
島
県
な
ぎ
な
た
選

手
権
大
会

（
３
月
20
日
／
広
島
市
中
区
）

【
演
技
競
技
】　

成
年
の
部　

優
勝

足あ
だ
ち立

朱み

ほ穂
（
川
北
町
）

行政管理課広報統計係　☎ 0824-73-1159

毎週月曜　18時55分放送

「ひろおく便り」とは
　「ひろおく便り」は、庄原市・府中市・神
石高原町・世羅町の２市２町による共同広報
テレビ番組です。番組では、リポーターが各
地を巡り、観光施設を訪問したり、催しに参
加したり、市民活動や暮らしを体験したりし
ながら、まちの魅力を「ひろ～く」紹介します。
　イベント情報や市の取り組みなどもお知ら
せしていますので、ぜひご覧ください。
放送回数放送回数
年間50回（うち庄原市は15回）
放送時間放送時間
毎週月曜日　18時55分～19時
リポーターリポーター
末
す え い

井 櫻
さくらこ

子
放送局放送局
広島テレビ（チャンネル「４」番）
過去の放送過去の放送
右記二次元バーコードから

庄原市の放送日庄原市の放送日
▪６月16日
▪８月18日
▪11月３日
▪１月26日
▪３月30日

▪８月11日
▪９月29日
▪12月８日
▪３月23日

▪６月23日
▪９月22日
▪11月10日
▪２月２日
※変更となる場合あり。

自動車税種別割に関する問い合わせ
広島県北部県税事務所
☎ 0824-63-5181（内線 3133・3134・3135・3136）

納税は、金融機関、コンビニエンスストアのほか、口座振替、電
子納付、インターネットを利用したクレジットカード納付、スマ
ートフォン決済アプリ「ＰａｙＰａｙ」などがご利用頂けます。
　詳しくは広島県のホームページ「県税のページ」（自動車税）を
ご覧ください。

自動車税種別割は　　月 　  日までに納めましょう６６ ２２

備北花ピクニック備北花ピクニック
５月11日㈰まで開催中！

初夏の花物語初夏の花物語
５月31日㈯～７月６日㈰開催！
※期間中の月曜日は休園

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
６月２日㈪６月２日㈪

■固定資産税１期
■軽自動車税種別割定期

　「口座振替」にしている人は、納期限の前日まで
に残高確認をお願いします。

　　　収納課収納係☎ 0824-73-1511
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広報日記
▶早駆馬神事の取材はあいにくの雨模様でしたが、
すぐ横を走る騎馬の大きさに驚きました。
▶人事異動で、新たに広報紙の編集を行うことにな
りました　です。学生時代は写真部でした。手に取り
たくなる広報紙を目指して頑張ります！

人の動き （庄原市の人口）

令和７年３月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３０，７９１人（前年比－８１０人）　
男　　１４，７５３人（前年比－３６５人）　
女　　１６，０３８人（前年比－４４５人）
世帯数　１４，６９１世帯（前年比－１８１世帯）
[ うち外国人 ] 人口　５６１人（前年比＋２３人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，３４４人（７，７７５世帯）
○西城地域　　２，８２０人（１，３０１世帯）
○東城地域　　６，４２０人（３，２１３世帯）
○口和地域　　１，６５７人　　（７３９世帯）
○高野地域　　１，４１８人　　（６１５世帯）
○比和地域　　１，０７０人　　（５１７世帯）
○総領地域　　１，０６２人　　（５３１世帯）

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●広島県水道広域連合企業団庄原事務所業務係
　　　　　　　　　☎０８２４‐７３‐１１９７

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶手仕事アラカルト展
とき　６月８日㈰～10日㈫　10時～15時
問アート多愛夢事務局　☎ 0824-72-6405（友永）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

５・６月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室
とき　５月26日㈪　①９時～12時  ②13時～16時

▶イベント・展示・販売
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
とき　５月17日㈯・18日㈰　９時～15時

〇愛鳥週間ポスター入選作品展
とき　６月11日㈬～６月27日㈮

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　
問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

とき　　５月 26 日㈪ 12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　市役所本庁舎　1階市民ホール
出演者　フィオリータ
寺
て ら だ

田 美
み ほ

穂・・・ソプラノ
吉
よ し だ

田 優
ゆ う こ

子・・・二
に こ

胡
梶
か じ や

矢 民
た み こ

子・・・ピアノ
演奏曲目
野
の ば ら

薔薇、蘇
そしゅうやきょく

州夜曲、オンブラ・マイ・フ　ほか
▶フィオリータ　
　令和４年に結成。グループ名のフィオリータは、
イタリア語で「花の如く」という意味。施設やイベ
ントなどさまざまな場所で演奏活動を行っている。
▶寺田　美穂　
　民謡「安来節」準師範、「安来節優勝大会」準優勝。
自宅にて音楽サロン「フィオーリ . エ . ムシカ」設立。
▶吉田　優子
　中国古来の音楽はもとより、クラッシック音楽な
どにも挑戦し、二胡の可能性を広げている。
▶梶矢　民子
　広島市内の複数の合唱団でピアノを担当する傍
ら、アンサンブルピアニストとして活動。

休日診療のご案内

食育コーナー　
問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

道後山植物誌ができました

　日本人の１日の食塩摂取目標量は男性が 7.5g、女性が 6.5g
です。一方で、令和５年度の国民・健康栄養調査による実際
の食塩摂取量の平均は、男性が 10.3g、女性が 8.8g と目標量
よりも多く摂取しています。
　塩分の取り過ぎは体に悪影響を及ぼします。塩分量に気を
付け、健康な食生活を心掛けましょう。

◆塩分の取り過ぎはなぜいけないの？
　体内に必要以上に塩分が入ると、血液中の塩分濃度を一定
に保つため、血管内に水分を取り込みます。それにより、循
環する血液量が増えることで血管内の圧力が高まり、血圧が
上昇します。この血圧が高い状態（高血圧）が長く続くと、
全身の血管や心臓、腎臓などに負担が掛かり、動脈硬化など
を引き起こすことがあり、その結果、脳血管疾患や心疾患な
ど、さまざまな病気を発症する恐れが高まります。

◆健塩応援店について紹介します！
　健塩応援店とは、「備北圏域版　健康食生活応援店」の通
称で、生活習慣病、特に高血圧症の発症予防に配慮した健塩
応援メニュー（減塩メニューまたは野菜たっぷりメニュー）
を提供し、市民の皆さんの健康づくりを応援している備北圏
域（庄原市・三次市）の認証飲食店です。
▪減塩メニュー
　現在提供している他のメニューよりも減塩にしたメニュー
▪野菜たっぷりメニュー
　１食分で野菜が 120g 以上取れるメニュー
　※野菜に含まれるカリウムは、ナトリウム（塩）を体内
      から排出し、血圧を低下させる働きがあります。

庄原市の健塩応援店は４店舗！（３月末時点）
▶桜花の郷　ラ・フォーレ庄原（新庄町 5281-1）
　（健塩応援メニューリニューアル中）
▶和食もりおか（新庄町 606-1）
　（野菜たっぷりメニュー）
▶Zakka & café　生活や（宮内町 428-1）
　（野菜たっぷりメニュー）
▶お好み　ゆみちゃん（西城町中野 1336-11）　※休業中
　（減塩メニュー、野菜たっぷりメニュー）　

※詳しくは市ホームページ
　をご覧ください。

健
けんえん

塩応援店に行ってみませんか？
～５月 17日は高血圧の日～

　比和自然科学博物館では、令和３年度より４カ年かけて実
施し、道後山植物調査の成果を取りまとめた「広島県庄原市
道後山植物誌」を本年３月に発刊しました。
　比婆道後帝釈国定公園内にある道後山は、比婆山の東側に
位置し、比婆山と同様に中国山地の尾根を形成しており、標
高は 1,268 ｍに達し、寒地系植物が生育する山です。
　植物に関する調査は、昭和６年に広島県山岳会発行の「道
後山 -登山と研究」により広島県で最初にその植物相が明ら
かにされ、昭和 13 年には生

い こ ま

駒義
よしひろ

博さんによる「ツツジの名
所道後山の植物景観並びにその保存について」、昭和 17 年
には掘

ほりかわ

川芳
よ し お

雄さんによる「道後山の植物」で報告されました。
　今回の調査は、道後山植物研究史の始まりから 90 年以上
を経過した道後山の植生と植物相の現状を調査し、その結果
をまとめたもので、エゾヒゲノカズラなどのシダ植物 17 科
98 種、種子植物はミヤマムグラやハンゴンソウなど 106 科
663 種を記録しています。令和５年１月に逝去した中

なかむら

村慎
し ん ご

吾
名誉館長も調査に深く関わっており、原稿作成を精力的に取
り組みました。
　道後山はブナ林が成立する環境ですが、今回の現地調査で
は、ブナ林が極めて少ないことが確認されています。古くか
ら道後山においてもカンナ流しやたたら製鉄が広く行われて
いました。それによりブナ林が伐採され、その跡地に和牛
放牧が行われたことにより、放牧地特有の「階

かいだんじょうぐんらく

段状群落と
斑
はんじょうぐんらく

状群落（庭園状群落）」※が形成されていました。現在は
放牧をやめたため、ススキ群団または自然低木群落へと変
わっています。この植物誌では、このような道後山の歴史を
写真と共に解説しています。
　道後山の過去から現在に至る植物相の変容を記録したこの
植物誌は、４月 21 日から比和自然科学博物館で販売（税込：
２千円）してい
ます。この植物
誌により、道後
山の自然に対す
る関心が高ま
り、自然保護に
役立つことを願
います。

※自然林で牛を
放牧した際、牛が好んで食する植物の状況により、残された
植物やその植物の育成状況によって、等高線に沿ったような
階段状になったり、斑状になったりして形成された植物の集
まり

広島県庄原市道後山植物誌

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

５月22日㈭ 市役所本庁舎 10時～11時15分
12時30分～15時

献血のご案内　

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

●東城地域

５月・６月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30～1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

５月25日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
６月１日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
８日（日）庄原市休日診療センター ☎0824-72-9900
15日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

しょうばら九日市

★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　６月９日（月） ９時～ 13 時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで http://kunchi-ichi.jp/information.html

６月

。

比和自然科学博物館　　　　☎ 0824-85-3005

　　　　　　　　　　　　開館：９時～17 時 （年末年始休館）　
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４
月
１
日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
本

市
で
活
動
す
る
守も

り
ど
の殿
さ
や
か
さ
ん
へ
辞
令
交
付
を

行
い
ま
し
た
。

　

守
殿
さ
ん
は
、
北
自
治
振
興
区
で
旧
川
北
小

学
校
に
開
校
し
た
私
立
「
川
北
こ
ど
も
の
夢
小
学

校
」
へ
の
入
学
と
移
住
を
希
望
す
る
世
帯
や
、
本

市
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
人
に
対
し
、
住
居
を
構

え
る
た
め
の
教
育
移
住
の
受
け
入
れ
や
、
情
報
提

供
な
ど
の
支
援
を
担
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
北
自
治
振
興
区
内
に
お
け
る
空
き
家
の

発
掘
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
行
い
、
情
報
発
信
し

ま
す
。

　

守
殿
さ
ん
は
「
体
験
学
習
中
心
の
ユ
ニ
ー
ク
な

小
学
校
が
誕
生
し
た
と
い
う
事
で
、
庄
原
市
は
今
、

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
、
入
学
希
望
世
帯
の
移
住
を
多
面
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
、
北
自
治
振
興
区
の
人
口
増
加
と

活
気
の
創
出
を
目
指
し
た
い
。
地
域
の
人
と
移
住

世
帯
、
そ
し
て
学
校
と
の
良
き
架
け
橋
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
家
族
に
も
『
庄

原
に
移
住
し
て
良
か
っ
た
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
活
動
へ
の
意
気
込
み
を
話

し
ま
し
た
。

木山市長と守殿さん（右）

地域おこし協力隊員辞令交付式
自治

定住課

マルシェ

国営備北丘陵公園北入口一帯を
無料開放している社会実験事業を実施中!!
国営備北丘陵公園北入口一帯を
無料開放している社会実験事業を実施中!!
※繁忙期など無料とならない日もあります。詳しくはホームページ（https://www.shobara-furari.jp/）をご覧ください。

キッチンカーやフード・ドリンク販売、ハンドメイド雑貨のお店などが集まり、
バラ園では見頃のバラが皆さんをお迎えします。
新緑の里山の駅庄原ふらりで癒しのひと時をお過ごしください。

9：30～15：00
5/18●日

内容

とき

フード、ドリンク販売
雑貨・花苗販売
ワークショップ  ほか

●問い合わせ／備北丘陵公園北エリア等活性化協議会（事務局：商工観光課 観光振興係 ☎0824-73-1179）

Instagram
里山の駅 庄原ふらり

イベント情報

花
Flower Marche
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